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令
和
８
年
度

林
野
庁
関
係
予
算

概
算
要
求
の
概
要

　
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
２
０
２
５
」（
令
和
７
年
６
月
13
日
閣

議
決
定
）
と
「
令
和
８
年
度
予
算
の
概

算
要
求
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
方
針

に
つ
い
て
」（
令
和
７
年
８
月
８
日
閣
議

了
解
）
に
基
づ
き
、
８
月
末
に
財
務
省

に
対
し
て
令
和
８
年
度
予
算
の
概
算
要

求
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

林
野
庁
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
対

前
年
度
比
１
１
２
・
７
％
の
総
額
３
︐

４
５
７
億
62
百
万
円
（
う
ち
一
般
公
共

事
業
費
（
治
山
事
業
費
＋
森
林
整
備
事

業
費
）
は
対
前
年
度
比
１
１
８
・
３
％
、

２
︐２
２
４
億
25
百
万
円
）
と
な
っ
て

い
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
の
表
「
令
和
８
年
度

林
野
庁
関
係
予
算
概
算
要
求
の
概
要
」

参
照
）。

　

ま
た
、
こ
の
表
の
下
に
記
載
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、
今
回
の
概
算
要
求
で
は

「
第
一
次
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」

に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
金
額
を
示

さ
ず
事
項
要
求
と
し
て
提
出
し
、
予
算

編
成
過
程
で
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
で
は
、〝
緑
の
流
域
治
水
〟の
推
進
と
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
等
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
治
山

事
業
に
お
い
て
荒
廃
山
地
の
復
旧
整
備
・
予
防
対
策
、
流
木
対
策
、
森
林
整
備
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

熊
本
県
球
磨
郡
湯
前
町



令和７年 10 月　　2
一般社団法人
全国森林土木建設業協会会報第 179 号

多
く
の
箇
所
で
安
全
性
を
向
上
さ
せ

る
応
急
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

施
工
性
の
高
い
工
種
・
工
法
の
導
入

促
進
な
ど
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

国
土
強
靭
化
に
向
け
た
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

◎
事
業
目
標

　

周
辺
の
森
林
の
山
地
災
害
防
止
機

能
等
が
適
切
に
発
揮
さ
れ
た
集
落
の

増
加（
約
58
・
１
千
集
落
［
令
和
５
年

度
］→
約
60
・
５
千
集
落
［
令
和
10
年

度
］）

◎
事
業
の
内
容

１�　

能
登
半
島
の
複
合
災
害
等
の
教

訓
を
踏
ま
え
た
治
山
対
策
の
強
化

①�　

複
合
災
害
に
備
え
短
期
間
に

　

事
業
別
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す

（【　

】
が
令
和
８
年
度
概
算
要
求
額
、
　

（　

）
が
令
和
７
年
度
当
初
予
算
額
、
　

単
位
は
百
万
円
）。

Ⅰ　

治
山
事
業
（
公
共
）

　

【
７
３
，８
８
２
】

	

（
６
２
，４
５
３
）百
万
円

◎
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

　

豪
雨
や
地
震
等
に
起
因
す
る
山
地

災
害
か
ら
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
、
能
登
半
島
の
複
合
災
害
等

の
教
訓
を
踏
ま
え
て
短
期
間
に
よ
り

よ
り
多
く
の
箇
所
で
安
全
性
向

上
を
図
る
た
め
、
流
木
の
発
生

源
調
査
や
、
激
甚
災
害
被
災
地

で
の
危
険
個
所
調
査
に
基
づ
く

応
急
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

②�　

土
砂
流
出
の
概
念
が
あ
る
山

火
事
跡
地
に
お
い
て
、
ワ
イ
ヤ

ー
ネ
ッ
ト
等
の
簡
易
的
な
構
造

物
の
設
置
に
よ
る
応
急
対
策
や

森
林
土
壌
調
査
を
支
援
し
ま
す
。

③�　

海
岸
防
災
林
に
お
け
る
津
波

被
害
軽
減
機
能
の
発
揮
等
に
向

け
た
適
切
な
密
度
管
理
や
津
波

浸
水
想
定
区
域
に
お
け
る
避
難

経
路
等
の
危
険
木
除
去
を
支
援

し
ま
す
。

２�　

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
国
土
強

靭
化
に
向
け
た
取
組
の
推
進

①�　
「
選
ば
れ
る
森
林
土
木
」と
な

る
よ
う
、
治
山
工
事
に
お
け
る

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
等
の
施
工
性
の

高
い
工
種
・
工
法
の
導
入
を
促

進
し
ま
す
。

②�　

第
１
次
国
土
強
靭
化
実
施
中

期
計
画
で
掲
げ
る
治
山
対
策
の

効
果
を
早
期
に
発
現
さ
せ
る
た

め
、
施
設
の
新
設
と
併
せ
た
既

存
施
設
の
機
能
強
化
・
長
寿
命

化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

③�　

効
果
的
な
森
林
病
虫
獣
害
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
で

令和８年度　林野庁関係予算概算要求の概要
令和７年８月

区　　　　　分 令和７年度
当初予算額

令和８年度
概算要求額 対前年度比

百万円 百万円 ％

公共事業費 197,343 231,750 117.4

一般公共事業費 188,018 222,425 118.3

治山事業費 62,453 73,882 118.3

森林整備事業費 125,565 148,543 118.3

災害復旧等事業費 9,325 9,325 100.0

非公共事業費 109,487 114,012 104.1

合　　　　計 306,830 345,762 112.7

（注）１　�上記のほか、農山漁村地域整備交付金の中で、林野関係事業を措置している。
　　２　�金額は、関係ベース。
　　３　�計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

　　※�　「食料安全保障強化政策大綱」を踏まえた食料安全保障の強化に向けた対応に係る経費、「第１次国土強靱化実施中期計画」に係
る経費及び「総合的なTPP等関連政策大綱」を踏まえた農林水産分野における経費については、予算編成過程で検討。
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森
林
保
全
対
策
を
実
施
す
る
関

係
機
関
等
と
連
携
し
た
治
山
対

策
を
促
進
し
ま
す
。

※�　

こ
の
ほ
か
、
地
す
べ
り
防
止

施
設
が
被
災
し
た
場
合
の
緊
急

的
な
二
次
災
害
防
止
対
策
を
治

山
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
対
象

に
追
加
し
ま
す
。

Ⅱ　

森
林
整
備
事
業
（
公
共
）

　
【
１
４
８
，５
４
３
】

	

（
１
２
５
，５
６
５
）百
万
円

◎
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

　

森
林
吸
収
源
の
機
能
強
化
、
林
野

火
災
対
策
を
含
む
国
土
強
靭
化
、
森

林
の
集
積
・
集
約
化
の
加
速
化
に
向

け
た
、間
伐
、主
伐
後
の
再
造
林
、幹

線
と
な
る
林
道
の
開
設
・
改
良
等
の

推
進
に
加
え
、
花
粉
発
生
減
対
策
と

し
て
伐
採
・
植
替
え
、
路
網
整
備
等

を
推
進
し
ま
す
。

◎
事
業
目
標

○�　

森
林
吸
収
量
の
確
保
に
向
け
た

間
伐
の
実
施
（
45
万
ha
［
令
和
３

年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
10

年
間
の
年
平
均
］）

○�　

ス
ギ
花
粉
の
発
生
量
の
削
減

（
令
和
２
年
度
比　

約
２
割
削
減

［
令
和
15
年
度
ま
で
］、
５
割
削
減

［
令
和
35
年
度
ま
で
］）

◎
事
業
の
内
容

１�　

間
伐
や
再
造
林
、
路
網
整
備
等

①�　

省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
を
進

め
つ
つ
、
間
伐
や
再
造
林
等
の

適
切
な
森
林
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
林
業
適
地
等
に
お

け
る
林
道
の
開
設
・
改
良
等
を

推
進
し
ま
す
。

②�　

森
林
の
集
積
・
集
約
化
を
進

め
る
地
域
に
お
い
て
、
基
盤
と

な
る
林
道
の
整
備
や
効
率
的
な

森
林
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

③�　

花
粉
発
生
源
対
策
と
し
て
伐

採
・
植
替
え
、
路
網
整
備
等
を

支
援
し
ま
す
。

２�　

豪
雨
・
台
風
等
に
よ
る
被
害
を

受
け
た
森
林
等
の
整
備
、
林
道
の

強
靱
化
等

①�　

豪
雨
・
台
風
等
に
よ
る
被
害

を
受
け
た
森
林
や
奥
地
水
源
林
、

重
要
イ
ン
フ
ラ
施
設
周
辺
の
森

林
等
に
つ
い
て
、
市
町
村
等
の

公
的
主
体
に
よ
る
復
旧
・
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

②�　

防
災
上
重
要
な
幹
線
林
道
の

整
備
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

半
島
地
域
に
お
け
る
代
替
路
の

確
保
を
推
進
し
ま
す
。

③�　

林
野
火
災
の
危
険
度
が
高
い

地
域
に
お
い
て
、
山
火
事
防
止

施
設
を
備
え
た
防
火
機
能
の
高

　

令
和
８
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
先

立
つ
８
月
26
日（
火
）、
参
議
院
議
員
会

館
Ｂ
１
０
９
会
議
室
に
お
い
て
、
山
口

俊
一
議
連
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
衆
・

参
国
会
議
員
18
名
（
代
理
出
席
を
含
め

約
50
名
）
の
ご
出
席
の
も
と
、「
森
林
整

「
森
林
整
備
・
治
山

事
業
促
進
議
員
連
盟
」

総
会
が
開
催
さ
れ
る

備
・
治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
」
の
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
口
俊
一
議

連
会
長
、
滝
波
宏
文
農
林
水
産
副
大
臣

等
の
挨
拶
に
続
き
、
全
森
建
ほ
か
関
係

団
体
の
代
表
が
発
言
を
求
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

当
協
会
の
山
藤
浩
一
会
長
か
ら
は
、

「
適
正
な
利
潤
と
事
業
の
担
い
手
が
確

保
さ
れ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
私
ど
も
の

企
業
経
営
が
見
通
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

災
害
発
生
時
に
も
対
応
で
き
る
だ
け
の

工
事
施
工
能
力
の
恒
常
的
な
維
持
の
た

め
、
十
分
な
林
野
公
共
予
算
の
増
額
・

確
保
に
向
け
て
、
引
き
続
き
強
力
な
ご

支
援
を
賜
り
た
い
」
と
の
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
林
野
庁
の
齋
藤
健
一
森
林

整
備
部
長
か
ら
「
森
林
整
備
事
業
・
治

山
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

林
野
公
共
予
算
、
山
地
災
害
等
の
発
生

状
況
、
令
和
７
年
８
月
か
ら
の
大
雨
の

被
害
等
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
し
た
国
会
議
員
の
先

生
方
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
最
後
に
次
の
「
令
和
８
年
度
林
野

公
共
事
業
予
算
に
関
す
る
決
議
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
林
野
公
共
事
業
予
算
に

　
関
す
る
決
議

　

我
が
国
は
、
地
形
が
急
峻
で
、
地
震

や
火
山
活
動
も
活
発
で
あ
り
、
梅
雨
や

台
風
時
期
の
豪
雨
等
に
よ
り
、
災
害
を

受
け
や
す
い
宿
命
を
負
っ
て
い
る
。
特

に
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ

り
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
等
に
よ
る
山

腹
崩
壊
等
の
被
害
が
多
発
し
て
い
る
。

本
年
も
、
８
月
の
大
雨
な
ど
に
よ
り
全

国
各
地
で
被
害
が
発
生
し
た
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
な

乾
燥
・
強
風
は
、
大
船
渡
市
を
は
じ
め
、

岡
山
県
や
愛
媛
県
で
も
大
規
模
な
林
野

火
災
の
発
生
を
も
た
ら
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
期
を
迎
え
る
中
、
こ

う
し
た
リ
ス
ク
へ
の
対
処
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
に
あ
る
。
国
民
の
安
全
・
安

い
林
道
や
延
焼
防
止
に
資
す
る

防
災
林
帯
の
整
備
を
支
援
し
ま

す
。
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滝波副大臣による挨拶

山口議連会長による挨拶

心
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
、
復
旧

対
策
は
も
と
よ
り
、
事
前
防
災
・
減
災

を
は
じ
め
、
森
林
整
備
・
治
山
対
策
に

よ
る
緑
の
国
土
強
靭
化
を
一
層
強
力
に

推
進
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

あ
わ
せ
て
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
や
地
方
創

成
、
我
が
国
の
社
会
問
題
と
も
言
わ
れ

る
花
粉
症
へ
の
対
応
「
伐
っ
て
、
使
っ

て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
森
林
資
源
の

循
環
環
利
用
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

林
野
公
共
事
業
の
強
力
な
推
進
が
必
要

で
あ
る
。

　

令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
、
当
初
及

び
補
正
予
算
で
２
︐７
０
０
億
円
を
超

え
る
予
算
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
、
資
材

高
騰
や
賃
上
げ
の
状
況
下
で
事
業
量
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
前
年
度
を
超
え

る
十
分
な
予
算
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
森
林
整
備
・
治
山

事
業
促
進
議
員
連
盟
は
、
林
野
公
共
事

業
予
算
に
つ
い
て
、
必
要
な
予
算
を
当

初
予
算
で
重
点
的
に
確
保
す
る
こ
と
に

よ
り
、
思
い
切
っ
た
増
額
が
な
さ
れ
る

よ
う
、
財
政
当
局
を
は
じ
め
政
府
に
対

し
次
の
項
目
に
つ
い
て
特
に
強
く
要
望

す
る
。

一�
、
近
年
の
度
重
な
る
豪
雨
、
大
規
模

な
地
震
や
林
野
火
災
等
に
よ
る
被
害

を
受
け
た
荒
廃
山
地
の
復
旧
対
策
を

着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
事
前
防

災
・
減
災
対
策
を
含
め
山
地
災
害
で

得
ら
れ
た
教
訓
等
を
踏
ま
え
た
治
山

対
策
を
強
力
に
進
め
る
た
め
、
治
山

事
業
予
算
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

一�

、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
及
び
花
粉

発
生
源
対
策
の
加
速
化
に
資
す
る
よ

う
、
強
靭
で
災
害
に
強
く
、
林
野
火

災
の
防
止
に
も
資
す
る
林
道
の
整
備
、

主
伐
後
の
確
実
な
再
造
林
や
間
伐
等

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
森
林
整

備
事
業
予
算
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

一�

、
森
林
整
備
・
治
山
対
策
の
加
速
化
・

深
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
第
一
次
国
土
強
靭
化
実
施
中

期
計
画
」
を
踏
ま
え
、
資
材
高
騰
や

人
件
費
増
に
応
じ
た
十
分
な
予
算
を

別
枠
で
確
実
に
確
保
し
た
上
で
、
森

林
整
備
・
治
山
対
策
を
計
画
的
か
つ

強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

一�

、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
の
体

制
強
化
や
現
場
で
の
予
防
・
復
旧
対

策
の
確
実
な
実
施
等
の
た
め
、
森
林

管
理
局
等
に
お
け
る
現
場
技
術
を
有

す
る
人
材
の
育
成
・
確
保
を
図
る
こ

と
。
ま
た
、
歩
掛
の
見
直
し
や
適
正

な
工
期
の
設
定
な
ど
、
林
野
公
共
事

業
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
取
組
を

推
進
す
る
こ
と
。

一�

、
林
野
公
共
事
業
の
推
進
を
通
じ
た

山
村
地
域
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

機
械
、
資
源
情
報
な
ど
生
産
基
盤
の

確
保
、
人
材
育
成
な
ど
担
い
手
の
確

保
、
若
者
・
高
齢
者
等
に
も
働
き
や

す
く
、
安
全
で
魅
力
あ
る
産
業
と
な

る
た
め
の
ス
マ
ー
ト
・
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

９
月
10
日
、
山
口
議
連
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
議
連
の
先
生
方
に
よ
り
加
藤

財
務
大
臣
へ
の
要
望
活
動
が
行
わ
れ
、

林
野
公
共
事
業
予
算
に
つ
い
て
必
要
な

予
算
を
当
初
予
算
で
安
定
的
に
措
置
す

る
よ
う
要
望
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

山藤会長による要請

議連の先生方による議論の様子
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熊本県森林土木建設協会の取組
― 熊本県森林土木建設協会 ―

地方協会だより（32）

は
じ
め
に

　

熊
本
県
は
、
九
州
本
島
の
中
央
部
に
位

置
し
、県
土
面
積
は
７
４
０
千
ha
、林
野
面

積
は
４
５
９
千
ha
で
林
野
率
は
62
％
と
な

っ
て
お
り
、国
有
林
が
63
千
ha
、民
有
林
が

３
９
６
千
ha
で
あ
る
。
ま
た
、年
間
平
均
降

水
量
は
約
２
千
㎜
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
戦
後
一
貫
し
て
増
加
を
続
け
、

昭
和
31
年
に
約
１
９
０
万
人
の
ピ
ー
ク
に

達
し
た
後
、
減
少
傾
向
に
転
じ
現
在
は
約

１
６
５
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、

外
国
企
業
の
進
出
等
に
よ
り
外
国
人
の
人

口
増
加
率
は
対
前
年
で
20
％
を
超
え
、全
国

平
均
10
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

当
協
会
の
沿
革

　

当
協
会
は
昭
和
58
年
に
森
林
土
木
事
業

の
拡
大
推
進
や
会
員
の
森
林
土
木
事
業
に

関
す
る
施
工
技
術
の
向
上
、
経
営
管
理
の

改
善
合
理
化
等
を
目
的
と
し
県
内
３
３
８

社
で
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
の
事
業
量
減
少

等
に
伴
い
、
現
在
は
１
６
８
社
と
な
っ
て

い
ま
す
。

令
和
２
年
集
中
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧

　

本
県
で
は
、令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
、農
林
水
産
関
係
の
被

害
額
は
約
１
，０
１
９
億
円
、
そ
の
内
林
業

関
係
被
害
（
山
地
崩
壊
や
林
道
施
設
、林
産

施
設
等
の
損
壊
等
の
被
害
）
は
約
５
０
５

億
円
に
達
し
た
。
な
お
、
林
業
被
害
に
関

し
て
は
平
成
28
年
熊
本
地
震
の
約
４
４
０

億
円
を
上
回
る
も
の
で
し
た
。

　

治
山・林
道
関
係
被
害
は
、
林
道
施
設
が

３
，４
０
５
箇
所
の
約
１
２
５
億
円
、山
地

崩
壊
が
７
８
８
箇
所
の
３
３
２
億
円
と
な

り
、
林
業
被
害
の
９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
等
に

加
え
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で

の
５
か
年
計
画
で
治
山
激
甚
災
害
対
策
特
別

緊
急
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、災
害
復
旧
当
初
は
、被
害
が
あ
ま

り
に
も
大
き
く
、
地
元
の
み
で
は
対
応
困

難
な
た
め
、林
野
庁
の
協
力
を
得
て
、民
有

林
直
轄
治
山
事
業
を
導
入
し
、ま
た
、各
県

か
ら
応
援
職
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た

結
果
、
復
旧
が
加
速
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
降
、
県
及
び
関
係
団
体
等
が
一
体
と

な
っ
て
復
旧
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

本
年
度
事
業
を
も
っ
て
概
ね
復
旧
す
る
見

通
し
で
す
。

主
な
活
動
状
況

　

当
協
会
で
は
、
森
林
土
木
に
関
わ
る
企

業
の
技
術
者
育
成
や
効
率
的
な
経
営
の
観

点
か
ら
、
県
に
歩
掛
改
正・予
算
確
保
等
に

つ
い
て
要
望
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
令
和
４
年
度
に
は
県
に
お
い

て
「
森
林
土
木
工
事
に
お
け
る
設
計
積
算

等
の
留
意
事
項
」
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、

現
場
条
件
に
即
し
た
仮
設
計
画
、
山
間
僻

地
に
お
け
る
諸
経
費
の
割
増
、
標
準
歩
掛

の
補
正
、
省
力
化
工
法
等
の
採
用
な
ど
各

種
基
準
の
明
確
化
が
図
ら
れ
適
正
な
設
計

の
周
知
徹
底
が
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
協
会
で
は
、
要
望
活
動
の
ほ
か
若
手

技
術
者
の
育
成
や
技
術
向
上
及
び
安
全
対

策
推
進
の
た
め
、
現
場
で
必
要
な
各
種
技

術
研
修
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
刈
払
い
機
の

実
技
研
修
、さ
ら
に
県
内
６
箇
所
に
お
い
て

労
働
基
準
監
督
署
の
協
力
を
い
た
だ
き
労

働
安
全
衛
生
研
修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

本
県
は
、過
去
の
大
き
な
災
害
で
あ
る
平

成
28
年
の
熊
本
地
震
や
令
和
２
年
豪
雨
の

災
害
か
ら
よ
う
や
く
復
興
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、本
年
８
月
の
集
中
豪

雨
に
よ
る
災
害
で
多
大
な
被
害
が
発
生
し
、

今
後
は
よ
り
一
層
行
政
機
関
と
建
設
事
業

者
等
が
連
携
し
て
復
興
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

当
協
会
と
し
て
も
、
各
種
活
動
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、今
後
発
生
す
る
様
々
な
ニー
ズ
に

も
対
応
で
き
る
組
織
を
目
指
し
て
関
係
団
体

と
協
力
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

被災状況 工事完了後
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林
野
庁
幹
部
人
事
異
動

　

令
和
７
年
10
月
１
日
付
で
、
次
の
と

お
り
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
中
部
森
林
管
理
局
長　

�

佐
伯　

知
広

　
（
独
立
行
政
法
人

�

農
林
漁
業
信
用
基
金
理
事
）

◇
国
有
林
野
部
業
務
課
技
術
開
発
調
査

官
兼
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課
付

�

有
山　

隆
史

　
（
森
林
整
備
部
計
画
課

�

施
工
企
画
調
整
室
長
）

◇
森
林
整
備
部
計
画
課
施
工
企
画
調
整

室
長

�

五
味　
　

亮

�
（
林
政
部
林
政
課
管
理
官
）

◇
退
職�

森
谷　

克
彦

�
（
中
部
森
林
管
理
局
長
）

こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事
予
定

令
和
７
年

〇
10
月
９
日（
木
）

　

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
（
北
海
道
・
札
幌
市
）

〇
10
月
16
日（
木
）

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
（
富
山
県
・
富
山
市
）

〇
10
月
23
日（
木
）

　

関
東
甲
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
（
群
馬
県
・
渋
川
市
）

〇
10
月
28
日（
火
）

　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
（
長
崎
県
・
長
崎
市
）

〇
11
月
10
日（
月
）

　

技
術
・
労
働
委
員
会

　
（
東
京
都
・
港
区
）

〇
11
月
13
日（
木
）

　

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
（
愛
媛
県
・
松
山
市
）

〇
11
月
19
日（
水
）

　

２
０
２
５
治
山
・
林
道
の
つ
ど
い

　
（
東
京
都
・
千
代
田
区
）

令
和
８
年

〇
１
月
28
日（
水
）

　

令
和
７
年
度
第
２
回
正
・
副
会
長
会

　

議
、
第
４
回
理
事
会
、
常
勤
役
員
・

　

事
務
局
長
等
会
議
（
東
京
都
・
千
代

　

田
区
）

〇
６
月
18
日（
木
）

　

総
会
、
正
・
副
会
長
会
議
、
理
事
会
、

　

表
彰
式
（
東
京
都
・
千
代
田
区
）

編
集
後
記

編
集
後
記

〇�　

日
本
の
人
口
は
、２
０
０
４
年（
１

２
，７
８
４
万
人
高
齢
化
率
19
・
６

%
）
を
ピ
ー
ク
に
、
２
０
３
０
年
に

１
１
，５
２
２
万
人
（
高
齢
化
率
19
・

６
%
）、
２
０
５
０
年
に
９
，５
１
５

万
人
（
高
齢
化
率
39
・
６
％
）
と
急
激

な
人
口
減
少
の
展
望
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
少
子
（
未
婚
化
、
晩
婚
化
、
養

育
費
の
上
昇
等
）、高
齢
化
（
医
療
技

術
の
進
歩
や
栄
養
水
準
等
に
よ
り
寿

命
の
延
び
）
に
よ
り
生
産
年
齢
人
口

（
15
歳
か
ら
64
歳
）
の
減
少
は
、労
働

力
不
足
や
社
会
保
障
制
度
の
維
持
が

困
難
な
ど
、
経
済
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
つ

い
て
は
、
森
林
土
木
事
業
の
維
持
・

発
展
等
の
た
め
、
さ
ら
な
る
技
術
の

向
上
及
び
労
働
力
確
保
等
の
対
策
を

考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

〇�　

全
森
建
福
祉
共
済
制
度
「
災
害
保

障
特
約
付
団
体
定
期
保
険
」
は
、
山

間
僻
地
を
共
通
の
仕
事
場
と
す
る

「
全
森
建
」傘
下
の
建
設
業
の
リ
ス
ク

を
全
国
の
仲
間
で
分
担
し
合
い
、
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
そ

の
事
業
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に

「
全
森
建
」の
絆
を
更
に
深
め
る
た
め

に
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。
制
度
の

特
徴
と
し
て
①
手
頃
な
掛
金
で
大
き

な
保
障
が
得
ら
れ
ま
す
。②
業
務
上
・

業
務
外
を
問
わ
ず
24
時
間
保
障
さ
れ

ま
す
。③
制
度
へ
の
加
入
申
込
み
、保

険
金
等
の
受
取
人
は
事
業
主
と
な
り

ま
す
。
④
掛
金
は
全
額
損
金
ま
た
は

必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
⑤
保

険
期
間
は
１
年
で
剰
余
金
が
あ
れ
ば

配
当
金
と
し
て
還
元
さ
れ
ま
す
。
⑥

医
師
の
診
査
は
な
く
告
知
書
扱
い
で

加
入
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

�　

ご
加
入
を
一
度
、
検
討
し
て
み
て

は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

労働安全衛生研修会 技術研修会


